
加賀藩御細工所 

 

 加賀藩御細工所（おさいくしょ）は、16 世紀後半に加賀藩（現在の石川県および富山県）

で設立された工芸工房です。加賀藩を統治した前田家が多大な支援を行い、江戸時代（1603

～1867）が終わり 1868 年に閉鎖されるまで、高度な技術を持つ職人がしのぎを削り、工芸品や

装飾品の発展に大きく貢献しました。 

 

 工房の当初の目的は、他藩の工房と同様、江戸時代以前の約百年にわたる戦乱の時代に、武

器の製造や修理を行うことでした。ですが、1615 年に徳川家が豊臣家を滅ぼして戦乱が収まると、

安定と平和の時代が訪れ、兵器や鎧の製造や修理といった需要は、ほぼなくなりました。 

 

 加賀藩 3 代藩主前田利常（1594～1658）は、工房の目的を装飾美術や工芸の振興に重

点を置いたものへと転換します。工房は正式に「御細工所」（おさいくしょ）となり、城下町として発

展する金沢に、あらゆる工芸分野の熟練工が集められました。 

 

 加賀の工芸技術の発展には、第 5 代藩主の前田綱紀（1643～1724）が大きく貢献したとさ

れています。祖父の利常に育てられた綱紀は、熱心な芸術愛好家でした。工芸の発展を目指し、

綱紀は職人たちを工房の近くで共同生活させました。それまで、漆器、絵付け、金工など専門技術

の知識は家族や業者内の秘密とされてきましたが、加賀藩御細工所では異なる分野の職人たちが

集って、共に作業をしてきました。そうして異なる工芸技法が組み合わさり、優れた作品を生み出す

ことができたのです。また綱紀は、特に優れた作品を制作した職人には褒賞で報いることもしていま

す。 

 

 さらに、御細工所の職人の多くは、本業の工芸品のほかにも、前田家が好んだ能や茶道など、文

化的な分野の作品制作にも力を注ぎました。 


